７　安土桃山時代以前の因伯と毛利勢の東漸
尼子氏衰頽による　　　大永４年の５月EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くず),崩)れや、天文９年１０月の橋津川の戦、いわゆる山陰道天文の役によって、こ毛利氏の侵入　　　　の地方の形勢は一変する徴を招来した。せっかく伯耆一円を経略した尼子氏も、満つればEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(か),欠)ぐる
習いにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(も),洩)れず、永祿のころに至りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜん),漸)次勢いをおとしたが、これに代わって毛利氏が因伯２国に翼をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひろ),拡)げるにいたったのである。

　さかのぼって、大永の役によって敗走した諸将らは、天文９年晴久が安芸に至り、毛利の吉田城を攻撃するの虚に乗じて兵を挙げ、いわゆる天文の役を起こしたが、橋津川の一戦にもろくも再び敗走したことは前項に述べたが、しかし、安芸の山奥の吉田城に向った晴久の戦略は結局失敗に帰し、尼子軍は晴久の伯父下野守義勝・経久の弟源四郎・その子下野守久幸らが散ざんの体でのがれ帰った。

尼子倫久の農民落　　　晴久の次子倫久が、伯州久米郡曲村に落ちのびて農民となり、谷本姓を名乗ったというのもこ

ち　　　　　　　　　の敗戦の直後か、あるいは永祿９年１１月、月山城の尼子氏皆滅のときかであろう。同家には今も戦陣用の大長特・古い具足・系図を伝え、広い墓地にこの時代の墓らしい法EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょう),篋)院塔が一基現存するのを、筆者は昨年残雪のころ調査したことがある。大原安綱のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たち),太刀)もあったらしいが、上箱だけで中身は行く方不明であった。もとより太刀の真疑はたしかめようもなかった。

尼子経久の死と月　　　尼子軍の敗戦となると、競って尼子氏の中にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),款)（内通）を大内氏に通ずるものも現われる始

山城の戦い　　　　　末となり、大内義隆は進んで出雲に迫っていった。こうして落日の尼子氏にまた一つの不幸が生じた。経久の死であった。天文１０年１１月１３日８４歳である。吉田の役の不成功、経久の死などによって尼子氏のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うちかぶと),内冑)は見すかされた。天文１１（１５８３）年２月大内義隆は大軍を以って居城山口を発し、芸備の将士を招集し、３月初旬石見に進んで出雲の西境にいたり、尼子氏のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぎょうしょう),驍将)赤名備中守光清を激戦を交えてこれを破り、翌１２年には月山城に迫って交戦したが、尼子軍は巧みに敵の糧道を絶つ作戦に出たため、大内義隆は月山城に見切りをつけ退却した。

尼子氏の社会復興　　　一方４月１２日毛利元就・隆元らは尼子軍と富田城の塩谷口で戦ったが、尼子軍の防戦案外に強く、毛利軍は破れ、辛うじて尼子軍の追撃を免れた。このような戦勝により尼子氏の武運は再び開け、石見・備後を取り返すことができた。その後、尼子氏は伯耆において大いに人心をなだめ、かってその手で焼き払った神社・仏閣を再興し、社寺領を回復安EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ど),堵)することに努力した。倉吉市定光寺に現存する多くの安EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ど),堵)状の中に、尼子氏の発したものがあるのはそのためである。三徳でも、一ノ宮・松尾神社・波々伎神社・湊神社などにもそれぞれ安EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ど),堵)状を納めたであろうが、残っていないのは、まことに遺憾である。
毛利氏の伯耆統治　　　しかるに、弘治・永祿に入ってからは形勢一変し、毛利元就は大内氏に代わって中国のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(は),覇)権をにぎり、やがてスパイを放って、尼子本家の雄屏であった新宮党のひとびとを滅ぼさせ、その勢いをそいだ。この時晴久は永祿３（１５６０）年を以てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼっ),歿)し、子義久の努力も及ばず、勢力圏は著しく縮小された。このころすでに伯耆の南条・小森・行松は毛利のためには有力な味方となっており、永祿７年３月には三村家親・香川光景らと協力し富田の尼子攻撃に参加した。その上、尼子軍の不運は夜見カ浜に荷上げしようとした兵糧を奪われるなどの失敗もかさねる破目となった。
　　　　　　　　　　　天文より永祿の初めごろまで数１０年間尼子・毛利の戦いはやまなかったが、尼子の勢力は次
尼子氏の後退　　　　第に傾くばかりで、永祿９（１５６６）年１１月２１日月山城（出雲富田城）は、ついに落城の悲運にあい、敗北の盟書を取り交わし、城主尼子義久は（倫久の兄）１１月２８日思い出尽きぬ月山城を後に、安芸の国に落ちることになった。
毛利氏の山陰道統　　　尼子氏の滅亡により、伯耆も全く毛利氏に属し、ここに毛利方の吉川元春は月山城主に命ぜら

治　　　　　　　　　れ、山陰道を監治することとなった。また重臣杉原盛重は尾高の泉山城にあって伯耆西部を、南

南条宗務再び羽衣　　条宗勝は羽衣石城にあって伯耆東部を管治するよう分担がきまった。（自衛隊編山陰古戦史・鳥取
石城主となる　　　　県郷土史による）
